
                          

第
四
節 

聖
地
、
神
社 

 

聖
地
と
し
て
は
テ
ィ
ガ
ナ
シ
（
岳
加
那
志
）
と
称
し
。
湧ゆ

う

泉せ
ん

を 

为
要
条
件
と
す
る
た
め
に
、
丘
陵
上
に
は
な
く
、
村
落
を
離
れ
た 

緩
傾
斜
面
に
あ
り
、
神
を
奉
ず
る
者
が
こ
の
湧
泉
で
禆

み
そ
ぎ

を
行
う 

の
で
あ
る
。
そ
の
周
辺
に
は
阿
壇

あ
だ
ん

、
そ
の
他
雑
木
が
茂
っ
て
い
る 

の
が
特
色
で
、こ
こ
へ
入
る
こ
と
を
忌
み
嫌
っ
た
。現
在
喜
美
留
、 

西
原
の
両
字
に
残
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
祝
女

の

ろ

の
祭
場
で
あ
っ
た
所
を
フ
ー
ナ
ー
と
い
い
、
そ
こ 

に
屋
敷
構
え
を
し
て
屋
号
と
し
た
の
が
残
っ
て
い
る
。
ヌ
ル
バ
ン 

タ
（
ヌ
ル
バ
ン

ド
ー
）
の
地
名
も
あ
る
。
シ
ニ
グ
祭
の
祭
場
を
シ 

ニ
グ
ド
ー
と
い
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
字
に
あ
っ
た
。 

 

シ
ョ
ー
ジ
ゴ
ー
も
聖
地
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

神
社
に
つ
い
て
は
世
之
为
と
四
並
蔵
は
本
島
古
为
の
崇す

う

廟
び
よ
う

と 

し
て
全
島
民
が
尊
崇
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
に
入
り
仏 

号
が
廃
せ
ら
れ
、
内
城
と
徳
時
に
神
社
を
建
立
し
た
。 

薩
摩
時
代
に
鹿
児
島
か
ら
分
祀

ぶ
ん
し

さ
れ
た
弁
財
天
宮
、
金
毘
羅

こ

ん

ぴ

ら

大 

                          

権
現
、
お
天
神
、
高
千
穂
神
社
が
建
立
さ
れ
、
本
島
の
神
社
は
六 

社
と
な
っ
た
。 

 

明
治
十
一
年
諸
事
改
正
令
達
に
よ
っ
て
、
高
千
穂
神
社
を
郷
社 

と
し
、
そ
の
他
の
五
社
は
村
社
と
し
、
三
十
六
か
村
の
人
民
各
社 

の
近
傍
に
沿
っ
て
氏
神
と
し
た
。
し
か
し
、
戸
籍
に
は
全
島
民
す 

べ
て
氏
神
は
高
千
穂
神
社
と
記
す
。
ま
た
、
祭
日
は
高
千
穂
、
世 

之
为
の
両
社
に
て
各
村
年
番
で
奉
納
手
踊
り
を
行
っ
て
い
た
が
、 

そ
の
風
儀
行
装
が
今
日
の
教
化
に
障
害
が
あ
り
、
出
費
も
多
く
、 

明
治
十
一
年
秋
よ
り
こ
れ
を
廃
し
、
祭
式
だ
け
行
う
こ
と
に
な
っ 

た
。 

 

神
官
は
高
干
穂
は
祠
官

し
か
ん

一
、
祠し

掌
し
ょ
う

一
、
そ
の
他
五
社
は
詞
掌 

各
一
名
と
す
る
。
高
千
穂
の
祠
官
は
明
治
九
年
、
詞
掌
六
名
は
明 

治
十
一
年
任
命
さ
れ
て
い
る
。
明
治
五
年
ご
ろ
各
神
社
に
社
祠
伶 

人
数
十
人
本
県
よ
り
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。 

 

当
時
の
氏
子
は
次
の
と
お
り
各
字
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。 

厳
島
神
社
（
弁
財
天
宮
）
…
…
和
泊
、
和
、
手
々
知
名
、
古
里
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆
川 

金
毘
羅
神
社
…
…
喜
美
留
、
出
花
、
西
原
、
国
頭 

菅
原
神
社
…
…
手
々
知
名
、
畦
布
、
根
折
、
瀬
名
、
永
嶺 

高
千
穂
神
社
…
…
全
島
民 
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世
之
为
神
社
…
…
内
城
、
玉
城
、
大
城
、
谷
山
、
後
蘭 

 
氏
子
は
定
め
ら
れ
て
も
、
ど
の
神
社
の
祭
日
に
も
ほ
と
ん
ど
全 

島
か
ら
参
け
い
者
が
陸
続
と
し
て
集
ま
り
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
。 

そ
れ
も
「
お
宮
参
り
」
と
は
い
わ
ず
「
テ
ィ
ラ
メ
ェ
」
と
い
っ
て 

お
り
、
明
治
生
ま
れ
の
人
た
ち
は
現
在
で
も
「
テ
ィ
ラ
メ
ェ
」
と 

い
っ
て
い
る
。 

一 

厳
島
神
社 

 

弁
天
様
、
弁
財
天
と
い
わ
れ
七
福
神
の
一
つ
で
、
歌
詠
、
音
楽 

弁
舌
を
つ
か
さ
ど
る
女
神
、
ま
た
知
恵
、
福
徳
、
財
宝
を
与
え
る 

神
、市
井
に
幸
を
も
た
ら
す
商
売
繁
盛
の
神
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

島
で
は
神
社
の
敷
地
名
を
と
っ
て
「
ウ
ド
ゥ
ヌ
の
寺
」
と
称
し 

て
い
た
。 

祭
神 

市
姫
（
市
神
）、
市い

ち

杵
島

き
し
ま

姫
ひ
め
の

尊
み
こ
と

（
天
照
大
神
と
素す

さ

戔の 

嗚お

尊
と
の
う
け
ひ
「
誓
約
」
の
際
に
生
じ
た
神
）
を
为
神
と
し
て 

い
る
と
広
辞
苑
で
述
べ
て
い
る
。
広
島
県
厳
島
神
社
の
分
社
と
し 

て
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

建
立 

衛
藤
助
治
氏
編
「
沖
永
良
部
誌
」
に
よ
る
と
、
宝
永
元 

 
 
 

年
甲
申
（
一
七
〇
四
）
と
な
っ
て
お
り
、
寺
社
建
立
は
一 

       

後
の
浜
で
二
回
ほ
ど
行
わ
れ
、
弘
化
年
間
か
ら
兼
久
原
で
行
わ 

 

れ
て
い
る
。 

○ 

明
治
四
年
辛
未
（
一
八
七
一
）
弁
天
を
厳
島
と
改
号
、
祭
日 

 

を
毎
年
二
月
初
申
、
十
一
月
初
申
と
定
め
る
。 

○ 

明
治
八
年
乙
亥
（
一
八
七
五
）
社
倉
米
納
倉
二
棟
厳
島
宮
地 

 

内
に
建
設
す
る
。 

○ 

明
治
十
八
年
乙
酉
（
一
八
八
五
）
十
二
月
十
日
商
店
美
運
社 

 

よ
り
失
火
厳
島
神
社
及
病
院
、
社
倉
等
八
棟
焼
失 

○ 

明
治
ニ
十
八
年
乙
未
（
一
八
九
五
）
七
月
二
三
日
（
旧
六
月 

 

二
日
）
午
後
五
時
東
北
風
に
て
漸
々
暴
涛
と
な
り
、
七
時
よ
り 

 

一
層
強
烈
、
往
古
稀
な
る
波
浪
の
た
め
、
厳
島
神
社
外
民
家
の 

 

石
垣
破
壊
、
流
失
せ
る
家
屋
も
あ
り
。
と
の
記
録
が
あ
る
。 

○ 

そ
の
後
、
取
材
に
よ
る
と
西
郷
南
洲
記
念
碑
敷
地
内
に
移
転 

 

し
た
が
、
台
風
に
よ
り
倒
壊
し
、
昭
和
十
五
年
に
高
千
穂
神
社 

 

に
合
祀し

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
中
に
は
南
洲
神
社
と
か
、 

 

招
魂
社
に
合
祀
さ
れ
た
な
ど
の
説
も
あ
る
が
定
か
で
な
い
。 

二 

金
毘
羅
神
社 

金
刀
比
羅
宮
の
俗
称
、
大
物
为
神
社
と
も
い
う
。
四
国
香
川
県 

 
 
 

番
古
い
。
和
泊
村
東
隅
海
岸
「
ウ
ド
ゥ
ヌ
」
に
建
立
。 

 

記
録 

「
沖
永
良
部
島
郷
土
史
資
料
」
よ
り
拾
っ
て
み
る
と
、 

○ 

明
和
九
年
壬
辰（
安
永
元
年
）（
一
七
七
二
）十
一
月
十
二
日
、 

 

代
官
三
原
浜
右
衛
門
人
躰
手
札
改
被
仰
渡
三
間
切
共
に
弁
財
天 

 

に
お
い
て
宗
門
帳
相
認
候
処
人
数
左
之
通
、
総
人
数
一
万
千
四 

 

百
七
人
う
ん
ぬ
ん
と
記
録
が
あ
り
、
人
別
調
査
が
こ
こ
で
行
わ 

 

れ
て
い
る
。 

○ 

安
永
七
年
戊
戌
（
一
七
七
八
）
八
月
七
日
大
津
波
有
之
弁
財 

 

天
石
垣
並
上
仮
屋
石
垣
打
崩
し
仮
屋
床
の
下
よ
り
三
四
尺
程
あ 

 

が
り
で
仮
屋
門
に
二
三
尺
程
有
之
候
大
魚
数
疋
相
見
得
候 

○ 

天
明
六
年
丙
午
（
一
七
八
六
）
十
一
月
十
日
人
別
調
査
を
こ 

 

こ
で
行
っ
て
い
る
。 

○ 

寛
政
十
二
年
庚
申
（
一
八
〇
〇
）
十
一
月
十
一
日
人
別
調
査 

 

を
行
う
。 

○ 

文
化
十
二
年
乙
亥
（
一
八
一
五
）
十
一
月
二
十
八
日
人
別
調 

 

査
を
行
う
。 

○ 
文
政
七
年
甲
申
（
一
八
二
四
）
十
一
月
人
別
調
査
あ
り
。 

○ 
天
保
二
年
辛
卯
（
一
八
三
一
）
十
一
月
弁
財
天
後
之
浜
に
お 

 

い
て
宗
門
手
札
改
帳
面
相
認
両
島
札
本
人
躰
左
之
通
と
し
て
沖 

 

之
永
良
部
島
、
与
論
島
の
人
別
調
査
が
こ
の
年
よ
り
弁
天
宮
の 

      

の
金
刀
比
羅
宮
の
分
社
。 

 

古
来
航
海
の
守
り
神
と
し 

て
舟
人
た
ち
が
尊
崇
し
、
代 

官
所
詰
役
の
帰
鹿
、
島
役
人 

の
为
な
人
々
が
上
鹿
の
際
、 

出
帄
前
ニ
日
間
参
籠ろ

う

し
た
と 

の
記
録
あ
り
。 

 

祭
神 

大
物
为
神
（
大
国 

 
 
 

为
名
の
和
魂

に
ぎ
た
ま 

＝ 

柔 

 
 
 

和
・
情
熱
の
徳
を
備 

 
 
 

え
た
神
霊
） 

 
 
 

崇
神
天
皇 

○
天
竺

て
ん
じ
く

の
霊

り
ょ
う

鷲
山

じ
ゅ
せ
ん

の
鬼
神 

（
魚
身
で
蛇
形
、
尼
に
宝
玉 

を
蔵
す
る
）
薬
師
十
二
神
将 

の
一
と
し
て
金
毘
羅
童
子
が 

香
川
県
の
金
刀
比
羅
宮
に 

祭
っ
て
あ
る
と
も
い
わ
れ
て 

い
る
。 

御
神
体 

御
神
鏡
（
香
川
県 
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の
金
刀
比
羅
宮
か
ら
求
め
て
き
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い 

 
 
 

る
。） 

 

建
立 
文
政
六
年
癸
未
（
一
八
二
三
）
西
原
と
出
花
と
喜
美
留 

 
 
 

の
中
間
の
尾
根
の
原
頭
、
小
字
コ
ン
平
に
建
立
。 

○ 

文
化
年
間
（
一
八
一
一
―
一
八
一
三
）
代
官
太
田
筑
左
衛
門 

（
文
化
八
未

ひ
つ
じ

年
～
十
酉と

り

年
）
が
金
比
羅
社
殿
内
に
松
の
植
樹 

 

を
し
た
記
録
が
あ
り
、
も
っ
と
以
前
か
ら
石
碑
を
立
て
て
拝
ん 

 

で
い
た
。 

○ 

神
社
裏
手
に
高
さ
八
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
男
物
を
思
わ
せ
る
よ 

 

う
な
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
五
十
二
年
喜
美
留
・ 

 

西
原
・
出
花
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
清
掃
作
業
の
時
松
林
の
中
に
埋 

 

も
れ
て
い
た
の
を
探
し
出
し
て
建
て
た
も
の
で
、
古
老
の
話
で 

 

は
昔
こ
の
石
碑
を
拝
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
正
面
右 

 

側
に
奉
建
立
、
中
央
に
金
毘
羅
權
現
、
左
側
に
為
海
上
安
全
と 

 

刻
ま
れ
、
裏
面
に
は
文
政
七
年
申
十
月
十
日
（
一
八
二
四
）
木 

 

脇
祐
友
と
刻
ん
で
あ
る
。 

○ 

御
手
洗
鉢 

高
さ
七
十
セ
ン
チ
、
直
径
三
十
五
セ
ン
チ
の
八 

 

角
形
の
石
材
手
洗
鉢
が
あ
る
。
正
面
に
天
保
十
四
年
卯
（
一
八 

 

四
三
）
六
月
吉
日
奉
寄
進
原
田
孝
太
郎
、
住
祐
丸
と
刻
ん
で
あ 

 

る
。 

      

○ 

神
社
か
ら
南
へ
三
～
四
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
旧
参
道
入
り
口 

 

に
池
当
溜

イ
チ
ン
ト
た
め

池
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
り
に
大
き
な
石
が
三
つ
ウ 

 

ワ
ァ
マ
石
、
い
ま
一
つ
が
馬マ

ー

石イ
シ

と
い
っ
て
馬
の
形
を
し
て
子
供 

 

た
ち
が
乗
っ
て
遊
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
昔
、
西
見
国
内
兵
衛
佐 

 

が
ウ
ワ
マ
石
の
一
つ
に
頭
を
の
せ
、
二
つ
に
足
を
か
け
て
寝
た 

 

と
い
う
口
伝
え
も
残
っ
て
い
る
。
そ
の
辺
は
空
き
地
に
な
っ
て 

 

お
り
、そ
こ
で
シ
ニ
グ
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
反
対
側
に
テ
ィ
ダ
ゴ
俣ま

た

と
呼
ば
れ
た
深
い
溝
が
あ
り
、 

 

そ
の
そ
ば
の
路
傍
に
テ
ィ
ダ
ゴ
グ
ム
イ
と
か
い
わ
れ
た
大
き
な 

 

石
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
太
陽
を
示
す
か
の
よ
う
な
円
い
く
ぼ 

 

み
が
あ
り
、
回
り
に
川
を
表
す
か
の
よ
う
に
二
～
三
本
の
筋
が 

 

あ
っ
て
、
そ
れ
が
自
然
に
で
き
た
も
の
か
、
人
工
で
あ
る
の
か 

 

不
明
で
あ
る
が
、
す
ば
ら
し
い
出
来
映
え
で
、
「
テ
ィ
ダ
ヌ 

 

ア
ミ
ユ
ヌ 

ホ
ー
」（
太
陽
の
浴
び
る
川
）
と
い
い
、
神
石
と 

 

し
て
洗
い
米
を
供
え
て
祭
っ
て
い
た
人
も
い
た
と
古
老
が
語
っ 

 

て
く
れ
た
。 

 
 

耕
地
整
理
に
よ
っ
て
、か
つ
て
の
参
道
も
松
林
も
な
く
な
り
、 

 

新
し
く
東
側
に
道
路
が
で
き
て
い
る
。
シ
ニ
グ
ド
ウ
も
テ
ィ
ダ 

 

ゴ
俣
も
畑
地
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
石
も
見
え
な
く
な
っ
て
い
た 

 

が
、
昭
和
五
十
九
年
五
月
池
当
溜
池
を
さ
ら
え
た
時
ウ
ワ
ー
マ 

○ 

弘
化
四
未

ひ
つ
じ

年
（
一
八
四
七
）
に
代
官
和
田
平
太
代
附
役
山 

 

之
内
斉
之
進
が
金
毘
羅
並
松
植
樹
の
記
録
あ
り
、
挿
絵
の
よ
う 

 

に
参
道
に
松
並
木
が
景
観
を
添
え
て
い
た
が
、
耕
地
整
理
に
よ 

 

り
伐
採
さ
れ
参
道
も
畑
地
に
な
り
東
側
に
新
道
が
で
き
て
い 

 

る
。 

○ 

弘
化
四
年
未
（
一
八
四
七
）
七
月
大
嶺
御
札
相
下
り
金
毘
羅 

 

堂
新
造
立
に
て
御
札
建
立
の
事
の
記
録
が
あ
る
。 

○ 

嘉
永
二
年
酉
（
一
八
四
九
）
六
月
金
毘
羅
大
權
現
社
殿
新
築 

 

大
嶺
札
合
祀
す
。
抑
々
従
前
は
松
林
原
頭
石
碑
を
建
て
崇
拝
し 

 

お
れ
り
、
う
ん
ぬ
ん
の
記
録
が
あ
る
。
前
述
の
碑
で
あ
る
。 

○ 

文
久
よ
り
明
治
末
年
の
間
風
災
に
よ
り
松
木
枯
損
。 

○ 

明
治
四
年
末
（
一
八
七
一
）
金
毘
羅
を
大
物
为
と
改
号
。
毎 

 

年
三
月
十
日
、
十
一
月
十
日
祭
日
と
定
め
置
く
。 

○ 

明
治
十
六
年
末
十
月
（
一
八
八
三
）
大
物
为
神
社
改
築
。
従 

 

前
御
神
体
石
碑
を
御
神
鏡
に
奉
遷
。 

○ 

昭
和
四
十
一
年
九
月
十
日
奉
納
池
田
秀
久
と
刻
名
の
鳥
居
と 

 
奉
納
福
山
茂
雄
と
刻
名
の
御
手
洗
鉢
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
コ
ン 

 

ク
リ
ー
ト
造
り
で
あ
る
。 

○ 

戦
後
祭
礼
も
中
断
し
た
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
復
活
さ 

 

れ
、
自
動
車
の
交
通
安
全
祈
願
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

      

石
が
出
て
き
た
の
を
金
毘
羅
神
社
境
内
に
移
し
た
。 

 

テ
ィ
ダ
ゴ
グ
ム
イ
石
は
テ
ィ
ダ
ゴ
俣
に
埋
め
ら
れ
た
の
で
は 

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

三 

菅
原
神
社 

 

天
満
宮
と
も
い
わ
れ
、
島
で
は
「
ウ
テ
ィ
ン
ジ
ン
（
お
天
神
）」 

と
い
っ
て
尊
崇
さ
れ
て
い
る
。
学
問
の
神
と
し
て
の
み
で
は
な
く 

家
内
安
全
、
病
気
平
癒
な
ど
も
祈
願
し
参
籠
も
し
た
こ
と
が
あ
っ 

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

祭
神 

竹
原
道
真
公
の
御
霊 

 

御
神
体 

御
神
鏡
、
菅
原
道
真
公
を
か
た
ど
っ
た
と
思
わ
れ
る 

 
 
 

石
像
が
あ
る
。
高
さ
三
十
セ
ン
チ
、
幅
二
十
セ
ン
チ
。 

 

建
立 

年
月
日
不
詳
な
る
も
明
冶
二
年
ご
ろ
と
い
わ
れ
て
い 

 
 
 

る
。 

○ 

国
頭
の
宇う

竿そ

山
か
ら
コ
ン
平ぴ

ら

を
通
じ
て
越
山
に
至
る
尾
根
に 

上
手
々
知
名
の
字
が
あ
り
、
神
社
は
小
字
寺
俣
の
傾
斜
面
の
中 

腹
に
東
南
を
向
い
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
周
辺
は
生
い
茂
っ
た 

松
や
雑
木
林
で
あ
っ
た
の
が
、
裏
手
を
崩
し
て
運
動
公
園
を 

造
っ
た
の
で
、
古
松
や
雑
木
は
伐
採
さ
れ
、
表
参
道
右
手
に
わ 
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ず
か
に
雑
木
が
残
っ
て
い
る
。 

○ 
そ
の
参
道
を
下
り
た
右
側
に
泉
が
二
つ
あ
っ
て
、
宇
民
は
飲 

 

料
水
そ
の
他
の
用
水
と
し
て
利
用
し
、
ま
た
、
参
け
い
者
は 

 

御
水
洗

み

た

ら

し

と
し
て
口
や
手
を
清
め
て
い
た
。
上
の
方
の
泉
は 

 

シ
ョ
ー
ジ
ゴ
ー
と
し
て
使
用
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。 

○ 

明
治
四
年
辛
未
（
一
八
七
一
）
天
神
を
菅
原
神
社
と
改
号
、 

 

毎
年
二
月
二
十
五
日
、
十
一
月
二
十
五
日
を
祭
日
と
定
め
る
。 

○ 

現
在
の
社
殿
造
営
に
当
た
り
、正
面
上
方
に
寄
進
者
と
し
て
、 

 

奉
納
永
野
圭
介
と
刻
名
さ
れ
て
い
る
。 

四 

高
千
穂
神
社 

 

祭
神 

瓊
瓊

に

に

杵ぎ
の

尊
み
こ
と

、
彦ひ

こ

火ほ

火ほ

出で

見み
の

尊
み
こ
と

、
神
武
天
皇 

 

御
神
体 

御
神
鏡 

 

建
立 

明
治
二
年
己
巳
（
一
八
六
九
）
代
官
面
高
与
蔵
が
高
千 

 
 
 

穂
神
社
御
正
体
神
鏡
を
守
り
下
り
、
和
村
サ
ダ
リ
松
山
の 

 
 
 

内
へ
建
立
、
小
字
赤
平
で
和
泊
の
街
を
眼
下
に
し
、
太
平 

 
 
 

洋
を
望
見
で
き
る
高
台
に
あ
っ
て
景
勝
の
地
で
あ
る
。 

○ 

明
治
十
年
丁
丑
（
一
八
七
七
）
十
月
二
十
九
日
、
戸
長
、
神 

 

官
へ
心
得
令
達
の
中
に
「
高
千
穂
神
社
は
全
島
の
崇
廟
た
る
を 

      

五 

世
之
为
神
社 

 

島
の
守
り
本
尊
と
し
て
尊
崇
さ
れ
、
往
年
は
祭
日
に
島
中
の 

人
々
が
参
拝
し
、
催
し
物
も
行
わ
れ
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は 

一
部
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
祭
典
が
守
り
続
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。 

 

祭
神 

世
之
为
加
那

が

な

志し 

 

御
神
体 

高
さ
約
六
十
セ
ン
チ
で
彩
色
が
施
し
て
あ
り
、
衣
冠 

 
 
 

束
帯
姿
の
座
石
像
と
御
神
鏡
、
さ
ら
に
神
殿
の
中
に
は
さ 

 
 
 

び
た
一
振
り
の
刀
身
が
あ
る
。 

 

奉
納 

明
治
四
年
、
土
政
照
の
銘
の
あ
る
花
瓶
と
清
明
、
平
安 

 
 
 

統
と
刻
銘
の
あ
る
絵
馬
（
扁
額
）
が
神
殿
の
中
に
納
め
ら 

 
 
 

れ
て
い
る
。 

 

建
立 

建
立
年
月
日
は
不
詳
で
あ
る
が
、
内
城
の
越
山
尾
根
の 

 
 
 

一
峯み

ね

の
山
頃
、
小
字
上ウ

イ

城ス
ク

の
世
之
为
の
城
跡
に
建
立
さ
れ 

 
 
 

て
お
り
、
鳥
居
が
遠
く
玉
城
方
面
か
ら
も
望
見
さ
れ
る
。 

○ 

明
治
四
年
世
之
为
お
よ
び
四
並
蔵
（
知
名
町
徳
時
）
従
来
仏 

 

祭
の
と
こ
ろ
神
社
に
改
称
し
、
世
之
为
神
社
は
風
災
に
堪
え
か 

 

ね
山
頂
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
南
方
の
峯
の
中
腹
の
禅
王
寺
跡
へ 

 

建
立
す
る
。 

 

以
て
、
県
治
以
来
郷
社
と
し
、
そ
の
他
の
神
社
は
皆
忖
（
字
） 

 

社
と
し
、
戸
籍
に
は
全
島
人
民
す
べ
て
高
千
穂
神
社
を
氏
神
と 

 

し
、
明
治
十
一
年
改
正
の
戸
籍
も
氏
神
を
高
千
穂
神
社
と
記
す 

 

な
り
。」
と
あ
る
。 

○ 

毎
年
大
祓
式
、
元
始
祭
、
遥
拝

よ
う
は
い

式
等
を
行
う
こ
と
。 

○ 

明
治
四
十
四
年
辛
亥
（
一
九
一
一
）
十
月
神
殿
拝
殿
兼
併
の 

 

処
更
に
神
殿
九
尺
角
新
築
す
る
。 

○ 

戦
後
相
撲
協
会
が
中
心
に
な
り
奉
納
相
撲
が
行
わ
れ
、
両
町 

 

は
も
ち
ろ
ん
島
外
か
ら
も
選
手
が
来
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
徳 

 

之
島
出
身
の
朝
潮
も
力
士
に
な
る
前
来
島
し
た
こ
と
が
あ
る
。 

○ 

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日
大
相
撲
一
行
が
来
島
。
北 

 

の
湖
・
輪
島
・
若
乃
花
の
三
横
綱
、
大
関
貴
ノ
花
、
人
気
力
士 

 

高
見
山
な
ど
が
神
社
土
俵
で
奉
納
興
行
が
行
わ
れ
、
島
中
を
沸 

 

か
せ
た
こ
と
も
あ
る
。 

○ 

現
在
は
町
内
だ
け
の
小
中
学
校
生
、
青
年
、
一
般
の
若
者
が 

 

毎
年
奉
納
相
撲
を
行
っ
て
い
る
。 

○ 
拝
殿
前
に
高
さ
百
九
十
五
セ
ン
チ
の
石
材
灯
籠
一
対
が
あ 

 

り
、
御
神
燈
、
奉
納
者 

医
師
永
野
圭
介
、
仝
永
野
秋
子
、
昭 

 

和
十
五
年
旧
九
月
十
九
日
と
刻
銘
が
あ
る
。 

       

○ 

明
治
三
十
五
年
旧
跡
（
城
趾
）
へ
帰
転
尊
崇
致
し
度
内う

ち

城じ
ろ

人 

 

民
の
希
望
に
よ
り
、和
泊
方
一
戸
金
三
銭
、人
夫
知
名
方
の
内
、 

 

上
城
、
下
城
、
久
志
検
、
赤
嶺
、
上
平
川
、
下
平
川
、
屋
者
、 

 

余
多
は
人
夫
寄
付
を
以
て
敷
地
引
き
下
げ
社
殿
を
建
築
す
。
と 

 

の
記
録
が
あ
る
。 

○ 

神
社
境
内
な
ら
び
に
周
辺
の
今
昔 

 

越
山
連
峰
の
一
峰
の
頂
上
に
あ
っ
て
、
琉
球
王
朝
時
代
に
本
島 

は
北
山
に
属
し
、
島
为
世
之
为
の
居
城
の
跡
で
、
南
方
に
峰
々
を 

越
え
て
は
る
か
に
与
論
島
と
沖
縄
が
重
な
っ
て
望
見
さ
れ
、
東
方 

も
峰
々
の
上
か
ら
遠
く
大
城
、
玉
城
の
宇
を
さ
ら
に
茫
洋

ぼ
う
よ
う

た
る
太 

平
洋
を
眺
め
、
北
、
西
方
に
本
町
の
多
く
の
集
落
が
緑
の
中
に
点 

在
し
、
国
頭
岬
が
あ
り
、
東
シ
ナ
海
を
、
そ
の
先
に
徳
之
島
が
横 

た
わ
っ
て
い
る
の
が
見
え
、
史
跡
と
し
て
、
景
勝
地
と
し
て
観
光 

客
が
足
を
運
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
戦
後
そ
の
趣
を
一
変
し
て
し 

ま
っ
た
。 

 

参
道
は
表
門
前
に
幾
つ
か
の
峰
が
続
い
て
お
り
、
そ
こ
を
切
り 

開
き
人
が
一
人
通
れ
る
ぐ
ら
い
の
狭
い
道
で
、
道
の
両
側
は
丈

じ
ょ
う 

余
の
壁
で
昼
で
も
暗
く
、し
か
も
迷
路
の
よ
う
に
幾
筋
か
あ
っ
て
、 

神
社
に
至
る
に
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
牛
に
稲
な
ど
の
荷
物
を
積 

ん
で
こ
こ
を
通
る
と
き
に
は
入
り
口
の
方
で
声
を
掛
け
合
い
一
方 
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を
待
た
せ
て
か
ら
通
っ
た
も
の
だ
と
古
老
が
語
っ
て
く
れ
た
。
こ 

の
切
り
通
し
の
頂
上
に
は
島
つ
つ
じ
が
群
生
し
て
お
り
、
花
の
こ 

ろ
の
景
観
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。 

 

民
謡
に
こ
の
集
落
グ
ス
ク
（
内
城
）
の
特
徴
を
つ
か
ん
で
相
聞 

歌
に
託
し
た
も
の
が
あ
る
。 

 
 

イ
チ
ャ 

カ
ナ
シ
ャ
ア
テ
イ
ム 

グ
ス
ク
ヤ
ー
ダ
チ 

シ
ン 

 

ナ
グ
ス
ク
マ
タ
ジ
マ
ジ 
テ
ィ
ン
ド
ゥ 

マ
ブ
ユ
ル 

 
 

ど
ん
な
に
好
き
で
愛
し
て
い
て
も
、
内
城
へ
嫁
入
り
す
る
な 

（
嫁
入
り
す
る
と
）
内
城
の
谷
問
で
、
天
だ
け
眺
め
て
暮
ら
す
よ 

う
に
な
る
ん
だ
よ
。
そ
の
返
し
と
し
て
、 

 

ミ
リ
ヤ 

ウ
ト
ゥ
ル
シ
ャ
ヌ 

グ
ス
ク
マ
タ
ジ
マ
ヤ
シ
ガ 

 

サ
ト
ゥ
ニ 

ウ
ミ
ナ
シ
ヤ 

ク
ル
マ
ト
ー
バ
ル 

 
 

見
る
と
、
大
変
な
内
城
の
俣
シ
マ
（
字
）
で
は
あ
る
が
あ
な 

た
（
男
）
に
思
い
込
ん
で
し
ま
え
ば
原
っ
ぱ
で
あ
る
。 

 

と
あ
る
と
お
り
、
山
峡

や
ま
か
い

の
集
落
で
あ
っ
た
が
、
漸
次
畑
地
な
ど
の 

広
い
所
へ
屋
敷
替
え
し
、
現
在
は
十
数
軒
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。 

 

し
か
も
戦
後
開
発
事
業
に
よ
り
山
は
崩
さ
れ
畑
地
に
な
り
、
迷 

路
も
つ
つ
じ
も
な
く
な
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
新
道
が
神
社
周
辺 

を
走
り
、
往
年
の
面
影
を
失
い
、
そ
れ
で
も
一
部
に
そ
の
姿
を
と 

      

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

社
殿
の
裏
左
隅
に
小
さ
な
祠
堂
が
あ
り
、
そ
の
中
に
頭
部
の
な 

い
小
さ
な
石
仏
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
禅
王
寺
の
遺
物
で
は
な
い
か 

と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
は
天
然
痘
や
は
し
か
な
ど
の
は
や
り
病
の
治 

病
の
神
と
し
て
往
年
は
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

六 

南
洲
神
社 

 

祭
神 

西
郷
隆
盛
御
霊 

 

御
神
体 

御
神
鏡 

 

建
立 

明
治
三
十
四
年
一
月
二
十
七
日
西
郷
神
社
遷
霊
鎮
座
、 

 
 
 

手
々
知
名
小
字
兼
久
の
地
、
奥
川
の
ほ
と
り
旧
メ
ン
チ
屋 

 
 
 

敷
（
町
田
精
男
氏
）
跡
に
建
立
。
同
年
一
月
十
七
日
に
川 

 
 
 

を
隔
て
た
和
泊
小
字
雲
登
の
岩
鼻
に
南
洲
翁
の
記
念
碑
が 

 
 
 

建
立
さ
れ
て
お
り
、
か
っ
て
こ
の
地
に
西
郷
の
牢ろ

う

獄
が 

 
 
 

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

○ 

社
殿
前
に
黒
み
か
げ
石
の
立
派
な
御
手
洗
鉢
が
あ
り
、
高
さ 

 

五
十
セ
ン
チ
、
幅
六
十
セ
ン
チ
の
飾
り
鉢
で
あ
る
。
奉
寄
進
、 

 

山
森
泰
蔵
、
森
田
善
太
郎
、
梶
原
喜
三
次
、
中
馬
徳
平
、
菊
谷 

 

宗
次
郎
、
斉
藤
友
次
郎
、
明
治
三
十
四
年
十
二
月
と
そ
れ
ぞ
れ 

ど
め
て
い
る
。 

 

正
門
数
十
段
の
階
段
を 

上
り
つ
め
る
と
、
丈
余
の 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
鳥 

居
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
石 

垣
に
囲
ま
れ
た
社
殿
が
あ 

る
。
石
垣
の
外
側
は
高
台 

に
な
っ
て
お
り
、
左
側
は 

広
場
で
昔
こ
こ
で
本
シ
ニ 

グ
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
と 

い
わ
れ
る
が
、
そ
の
シ
ニ 

グ
祭
も
明
治
三
年
を
最
後 

に
絶
え
て
い
る
。
そ
れ
で 

も
例
祭
に
は
島
民
が
参
け 

い
し
、
曲
が
り
く
ね
っ
た 

参
道
を
ぞ
ろ
ぞ
ろ
通
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
広
場
で
は
踊
り 

や
酒
宴
が
催
さ
れ
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
。
戦
後
は
初
も
う
で
に
近 

い
人
た
ち
が
参
拝
す
る
程
度
で
、
祭
典
は
宗
一
族
に
よ
っ
て
続
け 

ら
れ
て
い
る
。
近
年
老
人
ク
ラ
ブ
の
手
に
よ
っ
て
例
祭
が
復
活
さ 

れ
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
相
撲
協
会
に
よ
る
奉
納
相
撲
も
復
活
さ 

       

四
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
。 

○ 

ま
た
一
対
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
近 

 

い
灯
ろ
う
が
あ
り
、
沖
縄
県
人
会
一
同
、
昭
和
十
二
年
七
月
吉 

 

日
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

○ 

西
郷
南
洲
先
生
大
立
像
建
立
、
南
日
本
放
送
会
長
畠
中
季
隆 

 

氏
が
西
郷
先
生
没
後
百
周
年
を
記
念
し
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の 

 

で
、昭
和
五
十
三
年
八
月
神
社
横
に
築
山
を
背
景
に
建
立
さ
れ
、 

 

八
月
十
二
日
に
そ
の
除
幕
式
と
記
念
行
事
を
催
し
、
県
、
郡
の 

 

方
や
関
係
者
多
数
を
お
招
き
し
盛
大
に
行
わ
れ
た
。 

○ 

西
郷
文
庫 

明
治
四
十
三
年
境
内
北
側
に
建
設
、
三
百
五
十 

円
和
泊
村
が
支
出
、
和
泊
、
手
々
知
名
大
字
各
々

お
の
お
の

五
十
円
を
き

ょ
出
す
る
。
文
庫
は
神
官
で
あ
っ
た
玉
江
柳
曹
（
手
々
知
名
出

身
）
が
管
理
し
、
昭
和
初
期
ま
で
学
習
の
場
で
あ
っ
た
が
、
現

在
は
な
い
。
こ
の
地
は
い
ま
で
も
文
庫
と
愛
称
さ
れ
て
い
る
。 

○ 

日
曜
学
校 

戦
前
ま
で
は
子
供
た
ち
が
日
曜
早
朝
暗
い
中
か 

 

ら
ホ
ラ
貝
や
竹
筒
を
吹
き
な
ら
し
露
路
を
回
り
、
み
ん
な
を
起 

 

こ
し
組
ご
と
に
露
路
か
ら
本
通
り
を
清
掃
し
、
最
後
は
境
内
を 

 

清
掃
し
て
礼
拝
を
行
っ
て
後
、
先
生
方
の
お
話
が
あ
り
、
中
で 

 

も
村
長
、
県
議
を
務
め
ら
れ
た
沖
元
綱
先
生
の
お
話
は
子
供
た 

 

ち
の
精
神
生
活
の
糧
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
曜
学
校
の  
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歌
も
あ
り
、
手
々
知
名
青
少
年
の
修
養
道
場
と
も
な
っ
て
い 

る
。 

○ 

戦
後
は
道
路
も
よ
く
な
り
、
道
路
清
掃
は
な
く
な
っ
た
が
、 

日
曜
や
夏
・
冬
の
休
暇
中
は
朝
境
内
の
清
掃
後
ラ
ジ
オ
体
操
、 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
曜
学
校
の
伝
統
は
明
治
時 

代
か
ら
続
い
て
い
る
も
の
で
、
西
郷
翁
の
遺
徳
を
し
の
ば
せ
る 

      

七 

招
魂
社 

 

祭
神 

日
清
・
日
露
戦
争
、
大
東
亜
戦
争
の
戦
没
者
の
御
霊 

 

御
神
体 

御
神
鏡
、
戦
没
者
数
百
柱
の
位
牌 

 

建
立 

明
治
三
十
八
年
乙
巳
三
月
三
十
日
、
西
郷
神
社
境
内
に 

 
 
 

和
泊
招
魂
社
遷
座
。
現
在
南
洲
神
社
と
並
ん
で
建
て
ら
れ 

 
 
 

て
い
る
。 

○ 

御
手
洗
鉢 

正
面
に
十
八
弁
菊
の
紋
章
、
そ
の
下
に
「
英
霊 

 

よ
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
」側
面
に
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
、 

 

贈
山
田
三
十
茂
と
刻
名
が
あ
る
。 

○ 

灯
ろ
う 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
一
対
で
、
昭
和
四
十
八
年 

 

六
月
、
福
山
清
定
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

○ 

祭
礼
は
毎
年
十
一
月
に
戦
没
者
の
遺
族
会
が
中
心
に
行
っ
て 

 

い
る
。
越
山
頂
上
に
忠
霊
塔
が
建
立
さ
れ
て
か
ら
、
神
社
で
式 

 

典
を
済
ま
せ
、
越
山
忠
霊
塔
を
参
拝
し
、
戦
争
生
存
者
に
よ
る 

 

懐
古
談
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
後
昼
食
会
で
演
芸
が
催
さ
れ
る
。 

   

               

行
事
で
あ
る
。 

○ 

昭
和
五
十
二
年
西
郷
南
洲
顕
彰
会
が
結
成
さ
れ
、
出
版
物
発 

 
刊
や
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

         

八 

禅
王
寺 

 

沖
永
良
部
島
郷
土
史
資
料
に
よ
る
と
「
世
之
为
時
代
（
五
百
八 

十
年
前
）
に
始
め
て
仏
教
輸
入
せ
ら
る
。
平
安
統
氏
の
記
録
に
よ 

れ
ば
首
里
天
王
寺
よ
り
観
音
一
体
、
僧
一
人
を
招
致
し
て
内
城
に 

寺
舎
を
建
つ
と
あ
り
禅
工
寺
是
な
り
。
其
後
薩
摩
谷
山
郷
よ
り
禅 

僧
渡
来
し
布
教
に
従
事
せ
り
。内
城
の
東
城
氏
の
祖
な
り
と
い
う
。 

尋
い
で
内
城
へ
宮
松
氏
代
り
て
僧
と
な
り
た
る
も
明
治
六
年
廃
止 

し
た
り
。」
と
あ
る
。 

 

沖
永
良
部
島
に
仏
寺
が
建
立
さ
れ
た
の
は
、
記
録
の
う
え
で
は 

こ
こ
だ
け
で
、
古
い
墓
石
に
禅
宗
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
あ
る
の
が 

残
っ
て
お
り
、元
禄
の
年
号
の
刻
ま
れ
て
い
る
の
も
あ
り
、ま
た
、 

平
安
統
が
与
人
に
任
命
さ
れ
た
の
が
、
享
保
十
九
年
甲
寅
（
一
七 

三
四
）
で
、
弁
天
様
が
建
立
さ
れ
て
か
ら
三
十
年
後
で
あ
り
、
本 

島
に
寺
社
と
し
て
建
立
さ
れ
た
の
は
弁
天
様
と
前
後
し
て
建
立
さ 

れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
徴
す
べ
き
文
献
も
な
く
、
推
測 

の
域
を
脱
し
な
い
。 

ま
た
、
手
札
改

て
ふ
だ
あ
ら
た
め

と
は
在
住
人
員
を
調
査
し
て
、
切
支
丹

キ
リ
シ
タ
ン

宗
な 

き
旨
を
藩
庁
へ
報
告
す
る
こ
と
で
、
八
年
ご
と
に
行
い
、
出
生
・ 

636 637 



死
亡
・
結
婚
・
養
子
縁
組
み
の
加
除
相
続
、
転
居
の
戸
籍
整
理
を 

す
る
こ
と
で
、
戸
籍
簿
の
こ
と
を
宗
門
手
札
改
帳
と
い
う
。
全
島 

禅
宗
と
い
う
名
義
な
る
も
理
由
は
知
ら
ず
、
和
気
家
の
祖
先
の
み 

浄
土
宗
に
属
せ
り
。
と
郷
土
史
資
料
に
あ
り
、
墓
碑
銘
も
考
え
合 

わ
せ
る
と
禅
宗
の
布
教
が
徹
底
し
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 

 

禅
王
寺
の
開
基
に
よ
っ
て
涵
養

か
ん
よ
う

さ
れ
た
仏
教
思
想
は
、
葬
祭
習 

俗
を
著
し
く
仏
教
的
な
ら
し
め
た
。
現
代
で
も
老
人
た
ち
が
、
お 

宮
も
う
で
を
「
テ
ィ
ラ
メ
（
寺
参
り
）」
と
言
う
の
は
そ
の
名
残 

で
あ
る
。 

 

明
治
六
年
廃
止
と
あ
る
が
、
明
治
四
年
に
こ
の
寺
跡
へ
世
之
为 

神
社
を
移
転
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
寺
跡
は
寺
敷

て
ら
し
き

と
い
わ
れ
、
内
城
小
字
上う

い

城す
く

で
世
之
为
神
社 

か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
南
方
へ
下
っ
た
丘
の
上
に
あ
っ
た
が
、
そ
の 

丘
は
崩
さ
れ
現
在
は
畑
に
な
っ
て
い
る
。 

九 

岬
大
明
神 

 

私
た
ち
人
間
の
祖
先
は
海
の
は
る
か
向
こ
う
の
世
界
（
ニ
ラ
イ 

カ
ナ
イ
）
か
ら
き
た
も
の
で
、
そ
の
上
陸
地
が
岬
で
あ
る
と
考 

え
岬
神
が
祭
ら
れ
、
依
代

よ
り
し
ろ

と
し
て
樹
木
や
石
が
祭
ら
れ
る
こ
と
が 

      

明
神
を
拝
ん
で
い
る
。
旧
十
五
日
未
明
に
数
人
の
方
た
ち
が
毎
月 

お
参
り
し
て
い
る
。
こ
れ
は
息
子
が
船
員
で
航
海
の
安
全
を
お
祈 

り
し
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

一
説
に
は
ビ
シ
ヌ
ハ
ミ
と
い
っ
て
、
ウ
フ
ニ
チ
ジ
に
祭
り
、
御 

神
体
は
黒
い
石
（
真ま

ー

石い
し

）
を
三
つ
置
い
て
あ
っ
た
だ
け
で
、
根ニ

ー

神ガ
ミ 

と
い
わ
れ
て
い
た
。
国
頭
は
不
作
が
多
く
貧
困
で
あ
っ
た
の
が
、 

こ
の
神
を
祭
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
豊
作
が
続
き
生
活
が
楽
に 

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
船
旅
す
る
人
の
家
族
は
、
船
出
の
後
こ
こ 

で
海
上
の
安
全
を
祈
っ
た
。
こ
の
三
つ
の
石
に
ど
ん
な
い
わ
れ
が 

あ
っ
た
の
か
、
ま
た
現
在
ど
う
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
つ 

の
石
は
ウ
ワ
ー
マ
イ
シ
を
思
わ
せ
る
し
、
真
石
は
神
高
い
と
い
わ 

れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
海
か
ら
持
っ
て
き
た
も
の
だ
ろ
う
。 

十 

中
寿
神
社 

 

古
里
の
重
村
元
信
氏
宅
屋
敷
内
の
東
南
の
高
台
に
神
社
が
あ 

る
。
先
祖
の
中
文
氏
の
「
中
」
と
、
寿
武
氏
の
「
寿
」
を
と
っ
て
、 

「
中
寿
神
社
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
か
っ
て
世
之
为
時 

代
の
監
視
所
の
跡
で
、
こ
こ
に
重
村
家
が
屋
敷
を
構
え
た
と
き
人 

骨
が
あ
り
、
役
人
が
切
腹
し
た
所
と
分
か
り
神
社
を
建
立
し
た
と 

多
い
。 

 

国
頭
の
ビ
シ
の
浜
に
祭
ら
れ
て
い
る
岬
大
明
神
も
そ
の
一
つ
で 

海
上
交
通
安
全
の
守
護
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
。 

 

御
神
体 

自
然
石 

 

由
緒 

昔
、
先
田
先
澄
さ
ん
と
い
う
方
が
、
夜
漁
に
行
っ
た
と 

 
 
 

き
潮
待
ち
の
た
め
久
留

く

る

麻ま

と
い
う
所
で
石
を
枕
に
し
て
寝 

 
 
 

て
い
た
ら
、
夢
の
中
で
神
様
が
現
れ
、「
わ
し
が
サ
キ
バ 

 
 
 

ル
（
岬
原
か
）
の
神
で
あ
る
。
お
前
に
漁
も
よ
く
さ
せ
る 

 
 
 

か
ら
、
わ
し
を
祭
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
目
が
覚
め
た 

 
 
 

ら
潮
時
も
よ
か
っ
た
の
で
、
不
思
議
に
思
い
な
が
ら
漁
を 

 
 
 

し
た
ら
、
い
つ
に
な
く
漁
が
多
か
っ
た
。 

 

先
澄
さ
ん
は
神
様
か
ら
言
わ
れ
た
と
お
り
、
枕
に
し
た
石
を
現 

在
ポ
ル
タ
ツ
ク
の
西
の
方
の
ウ
フ
ニ
チ
ジ
（
地
名
）
に
祭
り
、
国 

頭
の
人
た
ち
も
お
参
り
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
後
、
先
田
先
業
さ
ん
に
御
託
宣
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
、 

御
神
体
の
石
を
久
留
麻
に
移
し
、
先
田
吉
秀
氏
が
岬
大
明
神
と
命 

名
し
、
周
囲
を
立
派
に
囲
い
、
鳥
居
が
建
て
ら
れ
、
浜
を
見
お
ろ 

し
、
海
を
望
む
景
観
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
社
殿
は
造
る
も
の 

で
は
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

国
頭
の
人
た
ち
は
、
こ
こ
で
元
日
の
初
日
の
出
を
拝
み
、
岬
大 

      

い
う
。 

 

建
立 

昭
和
十
二
年
旧
九
月 

重
村
寿
武
氏
建
立
す
る
。 

 

祭
神 

世
之
为
時
代
に
こ
こ
は
南
方
の
見
張
り
所
と
し
て
一
番 

 
 
 

目
の
所
で
、
こ
こ
か
ら
皆
川
の
番ば

ん

当ど
う

を
通
し
て
世
之
为
の 

 
 
 

城
へ
連
絡
し
た
。
そ
れ
が
中
山
か
ら
の
使
い
の
船
を
軍
船 

 
 
 

と
誤
報
し
た
た
め
世
之
为
は
切
腹
し
、
そ
の
責
任
を
と
っ 

 
 
 

て
こ
こ
の
役
人
も
切
腹
し
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
勇
士
の
霊 

 
 
 

を
祭
っ
て
あ
る
。 

 

御
神
体 

杯
台 

 

祭
日 

神
月
の
十
七
夜
祭
を
行
っ
て
い
る
。
往
年
は
シ
マ
島
か 

 
 
 

ら
参
け
い
者
が
い
た
が
、
漸
次
減
少
し
て
重
村
一
族
の
氏 

 
 
 

神
様
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

祭
为 

重
村
ハ
ル
氏
（
明
治
三
十
一
年
十
一
月
七
日
生
） 

 

逸
話
と
し
て
、
昔
、
こ
こ
に
茶
が
ま
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
島
外 

か
ら
き
た
人
が
、
珍
し
が
っ
て
持
ち
帰
っ
た
ら
、
途
中
の
徳
之
島 

沖
で
乗
っ
て
い
た
船
が
遭
難
し
、
そ
の
人
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
と 

い
う
こ
と
で
、茶
が
ま
の
た
た
り
で
あ
ろ
う
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 
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